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今日は少し暖かくなってきたものの、インフル

エンザが蔓延しており、ＡＢ各 2 種類あり複数罹

患もあるので気を付けてください。 

本日の月例会は環境問題についてですが、建築

会では従来より環境対策に熱心に取り組み、ドイ

ツまで研修にも行って来ました。 

私共の仕事も環境問題抜きには考えられないと

ころとなっており、設計、工事施工問わずコンペ

やプロポーザルでは環境負荷低減の提案をしてい

かなければなりませんし、法制度化もされてきて

います。 

今日は、環境問題のエキスパートの講師をお迎

えしましたので、しっかり勉強をしたいと思いま

す。 

 

 

 

はじめに 

本日のテーマ「再生可能エネルギーの現状と課

題」について、まず、わが国の再生可能エネルギー

の導入目標の設定状況と世界標準との比較をお話

し、次に太陽光発電等個々の再生可能エネルギー

の導入状況、目標に対する達成状況と達成の可能

性、そして課題について説明します。 

また、日本の再生可能エネルギーにかかるビジ

ネスの世界での立ち位置についてもお話します。 

さらに、兵庫県が取り組む「あわじ環境未来島

構想」の現状と課題等についてお話していきたい

と思います。 

 

１ 再生可能エネルギー導入目標 

 再生可能エネルギーの導入目標は、次の二つの

政策課題により設定されている。 

➀地球の温暖化対策のＣＯ２削減 

➁エネルギーのセキュリティ・エネルギーの 

安定的な確保 

 

（１）温暖化の現状と我が国の対策 

温暖化の原因物質のＣＯ２濃度は年々悪化の一

途をたどっている。 

1988年、ＮＡＳＡのハンセン博士がアメリカ議

会で、人為的な大気汚染により地球が温暖化し、

気候変動をもたらし様々な影響を及ぼしており、

対策を直ちに講じる必要があることを証言した。  

当時のアメリカは大干ばつで主要産業の農業が

大きな被害を受けていた。 

国連にＩＰＣＣという組織を設置し、その第１

次評価報告書が1990年に出された。兵庫県は、そ

れ以来、温暖化対策の取り組みを始めた。それか

ら30年経つが、改善の傾向なく推移している。 

 この間に、気候変動枠組み条約締結国会議の第

３回会議で「京都議定書」が採択された。さらに実

効性確保のため、2015年にパリ協定が締結され、

再び世界が軌を一にして取り組みを進めようとし

ているところである。 

 世界各国の削減目標は、ＥＵは４０％、日本は

2030年に26％削減の約束をしている。（図１ ６頁

掲載） 

（２）長期エネルギーの需給見通し 

 エネルギー起源のＣＯ２は25％削減目標である。

そのためのエネルギー構成について、再生可能エ

ネルギーを22％～24％、原子力は22％～20％程度

の合計44％の数値としている。 

我が国のエネルギーの基本政策では、国産、純

国産（原子力は純国産）のエネルギーで約50％が

目標になっている。 

再生可能エネルギーは、太陽光、風力等、個々に

導入目標の数値が決められている。 

日本の再生可能エネルギーの発電比率は22％～

24％であるが、原子力大国のフランスは40％、ア

メリカは80％と野心的な数値であり、イギリスは

31％だが、2025年時であり、2030年では当然40％

台になってくる。（図２ ６頁掲載） 
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日本の水準は、世界標準からはかなり低く、こ

の背景は、原子力発電のコストに対し、太陽光、バ

イオマスのコスト高により導入量が低目となって

いる。 

 

２ 再生可能エネルギーの現状と課題 

（１）太陽光発電 

 太陽光発電では、平成24年に固定価格買取制度

「ＦＩＴ」が導入され、その翌年の経済産業省の

認定量は導入目標を上回り、2030年には目標を達

成できる状況である。（図３） 

 世界的には、太陽光発電の導入量は累計、単年

度とも中国がトップで、日本は現在第２位だが、

アメリカの単年度の導入量は日本よりかなり多い。 

（図４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 太陽光発

電設備の生産量は、2006年では日本のメーカーは、

世界のシェアの約半分を占めていた。その後、ド

イツが固定価格買取制度と同様制度を導入し、ド

イツメーカーが生産量を一気に伸ばしたが、現在

は中国メーカーが圧倒的シェアを占めている。 

 太陽光発電は汎用品となり、価格だけの国際競

争となっている。 

日本の製品価格は、2012年の固定価格買取制度

の導入時点で上昇し、諸外国の２倍程度となって

おり、国民は、より高い電気を買わざるを得ない

状態になっている。（図５ ６頁掲載） 

  

経済産業省が「現状と課題」としてまとめてお

り、いかにコストダウンするかが課題である。 

 

（２）風力発電 

 風力発電は、ＦＩＴ導入時から遅れて昨年度か

ら大きく伸びてきた。風力発電は、計画から建設

まで５年くらい要するため価格が据え置かれてい

たが、見直しの可能性により駆け込みで一気に認

定量が増えた。 

認定により、いずれ導入されるので目標の2030

年には達成すると思われる。 

 世界のシェアでは、太陽光と同様に、今は，中国

が累計、単年とも圧倒的に占めており、製造面で

も中国メーカーがトップテンのうち５社が入って

いる。 

価格では、日本は太陽光と同様に他国と比べて

高いという課題がある。 

風力発電のさらなる導入に向けての課題は、や

はり低コスト化、地域との騒音対策がある。また、

国立公園の開発許可といった課題もある。 

 

（３）バイオマス発電 

 バイオマスも28年度から一挙に「バイオマス発

電バブル」と言われてほど認定量が増えている。

導入目標量の倍ぐらい認定量が一気に増えた。こ

れも風力発電と同様に、固定買取価格が下がる可

能性があることから一気に認定が増えた。 

目標は十二分に達成できる状況にある。 

バイオマス発電の課題は、安定、燃料コストを

いかに低減するかである。日本は森林王国で、間

伐材は大量にあるが、それを集積して燃料にする

にはコストが高くなる。  

燃料確保について、東南アジアからの輸入材を

検討しているが、安定的に確保できるかが課題で

ある。 

 

（４）その他（小水力発電、地熱発電） 

 ○水力発電の課題は、既設の大規模なものをい

かに維持するかという点と、中小の水力発電につ

いては、地域の活性化の観点からの利用にある。 

 ○地熱発電の地熱は資源国であるが、利用は低

調で、これは、温泉などの観光事業者との調整が

非常に難しいことにある。 

図 ３ 

図 ４ 

28 年度 24 年度 
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開発コストの低減、観光産業との連携という課

題がある。 

 

（５）目標の達成 

 日本の導入目標、長期エネルギー需給計画を「エ

ネルギーミックス」と言うが、その目標値を，例え

ば、認定量あるいは現在の導入量から見ると、基

本的には2030年には十二分に達成ができるとい

うような状況になっている。 

 

（６）課 題 

 環境は、日本の成長産業の一つに位置づけられ

てきたが、市場が安価な中国に移り、環境産業の

育成が課題である。 

 特に電気自動車（ＥＶ）である。世界標準はイギ

リス、フランスは、2040年には、ガソリン車、デ

ィーゼル車の販売禁止を打ち出している。中国も、

ＥＶ、プラグインハイブリッドということで、世

界の各国はＥＶにシフトしつつある。 

 ガソリン車、ディーゼル車の部品は約３万点だ

が、ＥＶは、１万点程度となる。 

ＥＶに変わると国内の産業構造は、かなり変わっ

てしまう。国内メーカーも早く切り替わっていか

ないと、部品数が少なければ、やはりコストの問

題になり、また中国に凌駕される可能性がある。 

 

３ あわじ環境未来島構想の現状と課題 

（１）あわじ環境未来島構想制定の経緯  

兵庫県では「あわじ環境未来島構想」を推進し

ている。 

これは、「国際戦略総合特区」と「地域活性化総

合特区」という地域を活性化するための２つの総

合特区制度が創設され、地域活性化総合特区に「あ

わじ環境未来島構想」を申請し、そのトップで認

定された。 

淡路をモデルに選定した理由は3つある。 

 その一つは、過疎化が進む淡路の市民が、エネ

ルギーをテーマにして地域の活性化を図っている

デンマークのサムソ島を視察し、「環境立島淡路」

という構想をまとめた。 

私もアドバイザーで参加していたが、市民がエ

ネルギーで地域の活性化を図るという動きがあっ

たことが、大きな要因である。 

二つ目は、淡路はエネルギー資源が多様で豊富

であるということと、その三は大都市、関空から

も近く世界に発信が容易であることから、淡路を

選定して取り組んだ。 

 その目標は、「エネルギー」、「農と食」、「暮らし

の持続」という３つの課題である。エネルギーで

は、2020年にエネルギーの自給率を20％、2030年

に35％、2050年には100％という目標を掲げてい

る。 

（２）プロジェクトの概要 

○現在、いろいろのプロジェクトが立ち上がり、

土取り跡地の大規模な「太陽光発電」による再生、

「潮流発電」、「太陽熱発電」、「洋上風力」等であ

る。 

 そのプロジェクトの実施場所は図６（５頁掲載）

のとおり、淡路全地域で展開されている。 

○我々は、沼島で離島・漁村における直流技術に

よる自立分散エネルギーシステムの実験をした。 

太陽光発電などは、直流で電気が発電され、普

通は、直流をいったん交流に変えて、そして、パソ

コンやＬＥＤは直流で作動するので、交流をもう

一度直流に変えるというように、２回変換してい

る。その変換のたびにエネルギーがロスするので、

直流のまま使うという実証である。 

エネルギー自給では電気が足らなくなるのは困

るわけで、それで20％以上は省エネが図れること

を実証した。 

   

さらに『デマンドレスポンス』により省エネを

競わせ、消費電力の見える化だけで10％以上カッ

トできた。 

 また、『ダイナミックプライシング』による電気

料金の課徴（仮想）実験し、合計で18％ぐらい削

減ができた。 

 その結果、太陽光発電、風力発電が順調に導入

され、エネルギーの普及率は、現在で46％ぐらい

になり、2020年目標、2030年目標は既に達成して

いる。 

これらのプロジェクトで2050年に100％達成で

きるかの推計をしたが、トレンド的には、十分に

達成可能の結果になった。 

 

（３）課題 

 課題としては、全国と同様のものがある。 

○一つは、ミクロ的な問題である。再生可能エネ

ルギーによる発電は、電力会社の系 

統に接続する必要があり、近隣では空き容量が無

い場合、空き容量のあるところまで 

線を引くか、あるいは増強する必要がある。 

淡路島特有の問題として、関西電力の供給エリ

アではあるが、南半分は四国電力から供給されて

いる。四国電力は、再生可能エネルギーにより余

剰電力が生じる結果になっている。 

九州、北海道、東北等は同じ状態にある。 

四国電力の接続可能量は257万キロワットであ

るが、28年１月に「溢れた」ことを表明した。余

剰が発生すると、無制限に無補償で出力を抑制す

ることになり、新たに事業をする場合、収支の見

通しが立たないことになる。 
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四国電力では、余剰電力の計算の重要な位置を

占める原子力発電の稼働はゼロであり、その稼働

の見通しが立たないことから、余り気にしないで

やるかどうかである。 

 なお、ミクロの問題については、電力会社の負

担が緩和されている。 

○「あわじ環境未来島構想」の目的が地域の活性

化をエネルギー面でやることにあり、この事業が

淡路の島民にとってプラスになっているかどうか

をヒアリングした。 

大規模な太陽光発電は、基本的には島外の資本・

デベロッパーがほとんどで、島内の資本は４分の

１であった。デベロッパーは、土地を造成し太陽

光発電を設置して売却する。その購入者は税金対

策の投資者である。両者ともに利益が上がってい

ると思われる。 

○地域の経済効果では、減価償却、経費を除いた

ネットの利益は22億円位という試算が出ている。 

それから、固定資産税の収入は年間30億円、新

たな雇用の創出、土地の賃貸料等々一定の経済効

果は出ている。 

今後、淡路島民に普遍的に行き渡ることが一つ

の課題かと思っている。 

 

 

○福岡県のみやま市では、再生可能エネルギーを

市民に供給する新電力会社を経営している。電力

会社の電気代よりも１円安く売り、買取価格も１

円高く買う。 

そして、生活サービスとして、高齢者の見守り

や、このエネルギーの地産地消とか、定住人口の

促進、雇用の促進を狙って、市みずからがアグリ

ゲーターすなわち調整者の役割をしようとしてい

る。 

これは、ドイツのある先進市（シュタットベル

ケ）に倣ったもので、それを日本版でやろうとし

ている。ただ、みやま市だけではなかなか持続が

できないため、利益を地域の産業を活性化するた

めに活用する新電力会社の経営や連携を淡路に呼

びかけている。 

このことが、淡路の市民にくまなく利益が還元

できることにならないかと考えるが、一方で、自

治体がそういったことを持続的にできるかという

疑問があり、今後の課題ということにしたい。 

  

 

 

 

 

 
図 ６ 



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ 

図 ２ 

図 ５ 
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Ⅱ 寄 稿 神戸秘話第８回  

『牧師の息子は稀代のギャングスター 

衛藤衛とモンタナ・ジョー』 
会 長  瀬戸本 淳 

 

関西学院といえばヴォーリズが手がけたスパニ

ッシュミッションスタイルの西宮・上ヶ原キャン

パスを連想するが、かつては神戸の原田の森、い

まの王子公園にあり、神戸文学館の建物はその名

残だ。ここで教鞭を執っていた一人の教師が、や

がてアメリカで激動の人生を送った。 

彼の名は衛藤衛。明治１６年（１８３３）、大分

県竹田で平家の流れを汲む武士の家系に誕生。小

学校教員を経て日露戦争へ従軍、帰還後に神戸で

洗礼を受け、明治４２年（１９０９）から２年ほど

は神戸一中（現在の神戸高校）に勤務していたが、

「７年努めれば外国に留学できる」と誘われ関西

学院へ移籍する（諸説あり）。もともと弓の心得が

あり、サッカーも教えたそうだ。また「布引躬行

舎」という修養団に属し、玄米を常食し、日曜日は

聖書講義を聞くなど精神主義的な面もあったと伝

えられている。 

大正６年（１９１７）頃、衛は渡米する。大学設

立を目指した関西学院が派遣したとも、日本政府

より日系アメリカ人の実態調査を命じられたとも

言われているが、カリフォルニアで日系人の荒ん

だ状況に衝撃を受けアメリカにとどまることを決

意し、日本より妻と娘を呼び寄せ、教会を建て日

系人の救済に尽力。太平洋戦争の時代は強制収容

所に入るも、戦後はハリウッドの祈りの家の主任

牧師を勤めるなどして、平成４年（１９９２）に１

０９歳で大往生を遂げるまでアメリカで祈りを捧

げ続けた。 

実は衛には大正８年（１９１９）に誕生した健と

いう息子がいた。健は利発で几帳面な一方、短気

なところもあり、１０歳の頃には白人相手にしば

しば喧嘩をしていた。というのも当時、〝よそ者

〟の日系人は「ジャップ」と蔑まされ差別の中に

あり、白人から迫害を受けていた。しかし、健は自

らをアメリカで生まれたアメリカ人と疑わず、差

別が許せなかったのだ。 

１４歳のある日、父との齟齬が爆発し健は家を

出てしまう。健はジョーと名乗り、農場の季節労

働者〝ブランケットボーイ〟として各地を転々と

しながらイカサマ博打の腕を磨く。第二次世界大

戦が勃発すると米軍の日系二世部隊に従軍、帰還

後はニューヨークへ渡り、イカサマを見破られな

い完璧なカード捌きがイタリア系マフィアに認め

られのし上がる。 

やがて先見的な舵取りで賭場を仕切り、バンデ

ィーノ・ファミリーとの熾烈な抗争をアルカポネ

なき後のシカゴの大ボス、アイウッパの協力を得

て制し、６０年代にはシカゴ北地区全体を縄張り

とするほどに。ラスベガスでもナイトクラブを経

営するなど、日系人のドン〝モンタナ・ジョー〟

の名は轟き、その人生に迫る映画も制作された。 

聖職者の息子がギャングとは数奇な話だが、己

の行き方を貫くという「血」は争えなかったよう

だ。衛は神の恩寵を確信していたからこそ、日系

人の厳しい現実や、去っていった息子のことを思

うと祈らないではいられなかったのだろう。生き

馬の目を抜く裏社会でジョーが奇跡的に命を奪わ

れなかったのは、もしかしたら父の祈りの恩寵な

のかもしれない。 

奮闘した２つの輝く星に、神戸の地より祈りを

捧げたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※ 敬称略 

※ 兵庫県立神戸高等学校鵬友会発行の『鵬友』、村上

早人著『モンタナ・ジョー マフィアのドンになった日本

人』（小学館）などを参考にしました。 

≪月刊神戸っ子 2017 年４月号から転載≫ 

 

写真/村上早人『モンタナ・

ジョー マフィアのドン

になった日本人』小学館、

２００４年 
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Ⅲ 会 員 寄 稿：鉄道秘話第９回 

『ひょうごのナニコレ珍百景・ 

今はなき鍛冶屋線』      
㈱岡工務店 専務取締役  岡 澄彦氏 

 

明治 20年代後半、繰り返し鉄道建設の構想が

あったが、実現していなかった明治 43年 11月に

なり、加東郡河合村（現在の小野市）の斯波与七

郎が中心となって出願した軽便鉄道の計画が認可

を受けて、明治 44年 5月播州鉄道株式会社が設

立された。 

播州鉄道は順次現在の加古川線にあたる路線の

建設を進め、大正 2年に西脇駅まで開業した。そ

の後の建設工事は遅れていたが、当時の播州鉄道

の大株主で、地域の大地主でもあった藤井滋吉が

私財を投げ打って建設工事を進めさせた。このた

め、西脇駅 - 市原駅だけがその先の区間より 2

年先に開業している。これを目にしたほかの地区

の住民も慌てて土地の提供や資金の拠出に乗り出

し、残りの鍛冶屋までの線路も大正 12年 5月に

開業を迎えることになった。 

この先路線は多可郡加美町（現在の多可町加美

区）まで延伸される計画であったが、第一次大戦

後の不況で経営が悪化し、延伸計画は断念。播州

鉄道の路線は播丹鉄道に承継され、福知山線に接

続する野村駅 - 谷川駅間も同社の手によって開

業された。この区間の開業により、鍛冶屋線の区

間は加古川線の支線となった。因みに現存する加

古川線の野村～谷川の開通は鍛冶屋線よりも後で

あった。歴史的背景や実質的な運行形態からすれ

ば、鍛冶屋線の方が本線的な扱いであったのだ

が。 

鍛冶屋では金比羅大祭という祭りが毎年開催さ

れており、この祭りの時期に合わせて臨時列車が

増発され、最盛期の昭和 13年には 30分おきに列

車が運行されていた記録がある。貨物輸送も、そ

れまで馬車で運ばれていた原糸が鉄道輸送に切り

替えられ、鍛冶屋の地場産業である播州織を支え

ていた。また加美町から出荷される杉、檜も昭和

10年代には年間 4万トンほどが鍛冶屋駅から発

送されていた。酒造り用の米である山田錦の発送

も行われ、中村町駅や鍛冶屋駅にはそのための引

き込み線も用意されていた。                                                   

第二次大戦中に戦時買収され、野村駅 - 鍛冶

屋駅間が国鉄鍛冶屋線となった。    

昭和 40年代頃からモータリゼーションの進展

と、地場産業の変化に伴い旅客・貨物輸送量共に

落ち込み始めた。昭和 52年度 - 54年度の輸送

密度は 2039人/日だったのが 56年度 1600人/

日、59年度 1400人/日であった。                        

沿線では、存続運動の拠点としてミニ独立国

「カナソ・ハイニノ国」の建設を昭和 59年 11月

に宣言された。国名は、鍛冶屋側から駅名の頭文

字を順に並べたものである。利用促進イベントを

実施して注目を集めたが、廃線を止めることはで

きなかった。そのためか、当時の遺構は比較的多

く残されており、市原駅跡地には記念館が建ち、

思い出の品が展示保存されている。また、市原駅

と鍛冶屋駅跡地には晩年まで活躍したキハ 30系

気動車が保存されている。廃線跡の多くが遊歩道

として整備されている為、その痕跡を辿ることも

一興である。 

昭和 62年 4月に JR西日本に承継された。同年

6月、専門委員会が設置されて第三セクターへの

転換、バス転換、野村駅 - 西脇駅間のみの存続

などが検討されたが、昭和 63年 12月に全線廃

止・バス転換に決定され、平成 2年 3月末を以て

廃止された。これは宮津線、大社線など国鉄末期

～JR初期のローカル線廃止の最後を飾るもので

あった。それでもその時点での運行本数は野村～

西脇間 24往復、西脇～鍛冶屋間 14往復と凡百の

ローカル線に比べて多いほどであった。 その

後、野村が西脇市と改称され西脇市内の新たな拠

点駅という位置づけになるも、市街地の南端とい

う不利は否めない。野村～西脇間だけでも残せな

かったのか。不採算路線の清算が急がれた当時、

個々の状況を加味する余裕もなかったと思われ

る。 

杉原川のほとりの 2車線道路に沿って「鍛冶屋

線市原駅記念館」が建てられている。これは大正

時代の駅舎を模倣したものである。 

 

記念館の北には腕木式信号機とともにキハ 30

が野ざらしで静態保存されている。車体色は地域

ボランティアによって塗り替えられた。 

終点・鍛冶屋駅の跡地には「鍛冶屋線鍛冶屋駅

記念館」が建てられている。これは市原のように

一般公開されない。周囲をロータリー状に道路に

囲まれ駅が孤立して置かれているような状態を見

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%A0%E6%9D%B1%E9%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%A0%E6%9D%B1%E9%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E9%87%8E%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%A0%E7%BE%8E%E7%94%BA_(%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%9A%E5%8F%AF%E7%94%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%B8%80%E6%AC%A1%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%A4%A7%E6%88%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%B8%80%E6%AC%A1%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%A4%A7%E6%88%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%92%AD%E5%B7%9E%E7%B9%94
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E7%94%B0%E9%8C%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%BA%8C%E6%AC%A1%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%A4%A7%E6%88%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%A6%E6%99%82%E8%B2%B7%E5%8F%8E%E7%A7%81%E9%89%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%82%BC%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BC%B8%E9%80%81%E5%AF%86%E5%BA%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BC%B8%E9%80%81%E5%AF%86%E5%BA%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%8B%E7%8B%AC%E7%AB%8B%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%8B%E7%8B%AC%E7%AB%8B%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%B8%89%E3%82%BB%E3%82%AF%E3%82%BF%E3%83%BC
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ると、鍛冶屋線の運命を象徴付けるような気がし

てならない。ここにもキハ 30系が展示されてい

る。 

 

 

鉄道こそ惜しまれて廃止になったが、それぞれ

の駅に残る遺構を見れば、地元の努力で開設され

た駅のこころは今なお健在である。先人の歴史と

心意気を受け継ぎ、これからの公共交通を考える

「道しるべ」となっている。 

 

兵庫県建築会の月例会場でもある、三宮の東急

REIホテルの百数十メートル西側には神戸で現役

最古級（昭和 8年）の地下道が今なお現役で供用

されている（A14号地下道）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国鉄三ノ宮駅からそごう前に存在した神戸市電

の電停を地下でつなぐためであったが、現在は

「味ののれん街」をつなぐための地下道として生

きている。 

在りし日の新聞会館。道路中央部にある電停と

地下でアクセスしていた。現在も地下にその扉は

残っている。 

 

 

8ヶ月にわたってお届けしてまいりました兵庫

県内のシリーズ・第一集は今月号を以てひとたび

結びとさせて頂きます。読みづらい点も多かった

ことと思いますが、又お目にかかれます日まで。 

≪事務局より≫ 

 岡さんには２９年４月から鉄道に関するお話

第 2弾として、9回に亘って鉄道秘話「ひょうごの

ナニコレ珍百景」を寄稿いただきありがとうござ

いました。 

今シリーズは、兵庫県内の廃線、廃止された鉄道

や路線の歴史的な意義を講義（？）いただきまし

た。第一集とされているように、県内では地域住

民の足、地域産業の担い手として活躍し、惜しま

れながら役割を終えた鉄道がまだまだ存在します。

第 2 回目の充電期間を経て近いうちに再開いただ

く予定ですのでご了承ください。 

ところで、今シリーズでは私の故郷の淡路鉄道

を紹介いただき島民も知らなかった歴史を教えて

いただきました。今回は北播磨の鍛冶屋線ですが、

これも私にとっては思い出深い路線となります。

次の写真は廃線の日の終点鍛冶屋駅での記念写真

になります。向かって左が当時の中町長大西 

重忠氏、右が２８年前の私です。当時は中町に勤

務をしており、町の方々と一緒に廃線の日を迎え

ました。町長と服装が違っているのは、私はこれ

から駅舎の重要な備品を撤収する作業に入るため

のスタイルとなっています。 

岡さんはそのようなことはしてこなかったと確

信していますが、マニアがやってきて駅舎の目ぼ

しいものをさらっていく恐れがあるとのことで、

昭和 13年の阪神大水害をも経験した、地下道入口 
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当時は中学生だった息子も役場の職員と一緒に作

業を手伝い、結構いい思い出となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところで、鍛冶屋線の最後の日を巡って、実は大

変不思議なことがあります。 

それは、鍛冶屋線のシンボル駅の最終日を如何

に迎え、如何に締めくくるかを企画課の職員と一

緒にセレモニーを考え、鍛冶屋駅での最終列車を

地元の高校生によるブラスバンドが蛍の光を奏で、

町民のかざすペンライトで見送り、しめやかに幕

を閉じるというシナリオで、列車が遠ざかり、駅

の照明が消え、そして漆黒の闇が駅、線路を包み、

ある者は涙を浮かべ感慨に満ちた締めくくりがで

きたと、ブラバン、町民に慰労を言って、駅舎の片

付け作業に入った… 

ここまでは、当時携わった元企画課の職員の記

憶と一致しているのですが、ここから先は、私が

結構鮮明に覚えているのが次のようなことです。 

『ところが、あろうことか煌々とヘッドライト

をかざした列車が鍛冶屋駅に入ってきた。作業中

の職員と、えーっ、それは聞いていないと、驚きの

瞬間、列車から溢れんばかりの乗客が、ワーワー

とお祭り騒ぎで掃きだされ、呆気にとられている

私達に、「これが最終列車のお迎えか」と知り合い

から冗談めかして非難を浴びせられた。どうやら

西脇のお別れイベントで飲んでいた町民の足を心

配して、ＪＲが気を利かせて臨時列車を走らせた

とのこと。それはそれでありがたいことながら、

感慨深いお別れはなんだったのか…』といったこ

とが私の記憶でしたが、これを当時の職員に問合

わせると、どうもその記憶はない、との返事でし

た。これは永年抱き続けてきた“記憶”で、未だに

顔も言葉も覚えているのに、自信が無くなってき

ました。廃線という大きな社会問題を目の当たり

にして、夢と現実が混同されてしまったのか答え

は永久に出ませんが、その後の廃線敷の処理を巡

っての議論もあり、中町・鍛冶屋線は生涯の思い

出の町・鉄道であります。 

なお、鍛冶屋線存続運動「乗って残そう鍛冶屋線」

に関わった「カナソ・ハイニノ国」の元閣僚から、

その奮戦とその後の町の様子を次号で紹介させて

いただく予定です。 

 

Ⅳ 花だより 『岡本（梅林）公園』 

           （神戸市東灘区） 

 

 阪急岡本駅を降り、河川沿いに梅まつりの幟を

頼りに１０分ほど上流へ進むと、岡本（梅林）公園

に辿り着きます。 

 最寄りにありながら初めて訪れました。邸宅に

囲まれた斜面地に梅林公園が整備されており、比

較的こじんまりとはしていますが、それでも３６ 

品種１９０本の梅が植栽されています。 

 駅からそれほど登ってきたわけではないものの、

梅の花越しに眺望する神戸市街地から神戸港・大

阪湾の拡がりは絶景です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岡本（梅林）公園については、公園入口の案内板

により紹介します。 

≪公園の歴史≫ 

この岡本地区は古くから「梅は岡本、桜は吉野、

みかん紀の国、栗丹波」と唄われるほど昔から梅

の名所として知られていました。 

しかし、１９３８年の阪神大水害や、その後の

神戸大空襲、そして戦後の宅地化により梅林は失

われていきました。 

その後、梅林復活への地域住民の熱意に神戸市

が応え、１９８２年「岡本（梅林）公園」が整備さ

れ、さらに２０１１年には拡張及びバリアフリー

整備が行われ現在に至っています。 

≪梅の話≫ 

園内には、紅梅・白梅・しだれ梅など３６品種約１
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９０本の梅の木がうえられています。その中には

大宰府天満宮からいただいた菅原道真公ゆかりの

梅もあります。 

見頃は例年２月中旬～３月上旬ですが、品種に

よって開花時期が異なるため、比較的長い期間に

わたって梅の花を楽しんでいただけます。 

訪問は２月１６日でしたが、種類によって開花

時期が異なり、半分程度の木が満開状態でした。

これからも枝垂れ梅を中心に花見を楽しめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪お問い合わせ≫ 

Ⅳ お知らせ・事務局便り 
◎行事案内 

１ 平成３０年３月（第４６４回）月例会 

日 時 平成３０年３月１５日（木） 

１２時００分から１４時００分 

会 場 神戸三宮東急ＲＥＩホテル 

テーマ 『笑う顔には福が来る』 

講 師 三遊亭 楽団治氏 

ご案内中です。ご参加よろしくお願いします。 

２ 役員会 

➀ 日 時 平成３０年３月８日（木） 

１３時３０分から１６時００分 

会 場 神戸市教育会館４０３号 

   議 題 平成２９年度決算見込 

       平成３０年度事業計画、予算案外 

   ご予定をよろしくお願いします。 

② 日 時 平成３０年４月１９日（木） 

１３時３０分から１６時００分 

会 場 神戸市教育会館４０３号 

   議 題 平成２９年度決算について 

       役員の改選について 

       その他定時総会上程議案 

   詳細はおってご案内します。 

３ 総 会 

日 時 平成３０年５月２３日（水） 

１７時００分から２０時００分 

会 場 神戸三宮東急ＲＥＩホテル 

議 題 平成２９年度事業報告外 

詳細はおってご案内します。 

◎事務局だより 

○ 太陽光発電のこと 

 今回の月例会に因んで。我が家は老後の熱源を

電気に委ね、10年前オール電化に。そして、６年

前には国、地方の補助金が有利なうちということ

で太陽光パネルも設置。安い夜間電力、自家消費

で電気代は各段に安くなった…のもつかの間、東

日本大災での某首相の鶴の一声で一挙に原発はゼ

ロ。電気代は、特に夜間電気代は増加の一途と相

成った次第。そうしていると『迫るＦＩＴ切れ

「2019年問題」』との活字が。要するに定額買取り

の 10 年が終了し、その後は自己消費か無償で電力

会社の召し上げが基本となるとのこと。 

一応 10年で償却を予定するものの、余禄として

の 10 年の後はどうやら夢と消えそう。希望はパワ

ーコンディショナーが安くなって、昼間の余剰電

力を蓄電すること。これも再生エネルギー普及の

課題と見ましたが。あと４年の間になんとか。 

○ 年度末にあたって 

 １２月号で 1 年の振返りをしましたが、２９年

度最終月にあたり、今年度も事業計画に定めた運

営が果たせ、会員皆様のご協力の賜と感謝申し上

げます。まだ 1 か月ありますが、最後までしっか

りと取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

園 内 

緋の司 

 
事務局  ： 谷 純夫、石井滝実子 

電 話  ： 078－996－2851 

FAX  ： 078－996－2852     

Email   ： archit-k@axel.ocn.ne.jp 

大 盃 
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広報コーナー：総合資格学院 
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 広報コーナー：三田建設技能研修センター 
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広報コーナー：ひょうごジュニアスポーツ 

アカデミーからのお知らせ （平成 29 年 10 月 

月例会講演 鵤木秀夫兵庫県立大学教授） 
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広報コーナー：ひょうごジュニアスポーツ 

       アカデミー 申込用紙 


